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背景と⽬的

 情報通信審議会 情報通信技術分科会 航空・海上無線通
信委員会において、9GHz帯航空機搭載合成開⼝レーダ
（SAR、使⽤帯域：9.2GHz〜9.8GHz）の技術基準策定に
向けた審議が平成26年度より実施されている。

 本委員会では、SARで使⽤する帯域内にある無線設備への
SARからの⼲渉の影響及び共⽤条件を明らかにし、SARの
技術基準を策定することを⽬的としている。

 また、委員会では、SARで使⽤する帯域に隣接する帯域に
ある無線設備へのSARからの⼲渉の影響についても調査し、
SARの技術基準に反映させることを⽬的としている。

 9GHz帯航空機搭載合成開⼝レーダと精測進⼊レーダ
（PAR）との共⽤検討は、この⽬的を達成するために実施
している。
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結論
 レーダ画⾯で表⽰されるSARの⼲渉波の強度パターンは、

航空機からの反射強度パターンと異なるため、識別するこ
とは可能。

 また、⼲渉が発⽣した場合の時間は、数秒から数⼗秒程度
であり運⽤への影響は限定的。

 ただし、航空機の状態把握に⼀時的に影響を与えるリスク
があるため、⼲渉が発⽣しないようにSARの運⽤を調整す
るか、管制を⾏う機関に対して事前にSARを運⽤する事実
を周知することで、共⽤は可能と考えられる。
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